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表１ 実験で使用した翼型 
Naca64015a からの変更点 名前 
変更なし normal 
最大翼厚位置を 50％に変更 50max 
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15 ㎜ 
一列目が解析条件を表している。Normal は迎角０°風速 7m/s レイノルズ数 1300000 ほかの条件
はなし、40%、50％60％はそれぞれ normal の条件に加え、翼の前からみて翼弦の 40%、50％、60％
で強制的に表面の流れを乱流に遷移させる条件を加えたものである。 
１行目は解析した翼型の名前(表１参照)である。 





































理論[N] (n=2000)    
  normal 50max 60max 130_60max 
normal 0.100048 0.104195 0.219278 2.0979582 
４０％ 0.13039 0.139675 0.160099 0.0020339 
５０％ 0.116062 0.122382 0.142104 0.0027669 
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 結果は下表のようになった。単位は上表と同じく N である。 
 一列目が実験条件を示している。Normal が迎角０°風速 7m/s、40%50%60%はそれぞれ翼先端か
ら見て翼弦の 40%50%60%に図２に示した突起を配置して、表面の流れが乱流に遷移するようにし
た。この条件は数値解析において強制的に乱流に遷移させた条件と対応している。 
 2 列目は解析した翼型の名前(表１参照)である。 
               表３ 風洞実験の結果 
 
                
４．各結果についての考察 



























実際[N] (n=2000)    
  normal 50max 60max 130_60max 
normal 2.57356 3.67522 3.81844 3.70647 
40％ 2.57894 3.5714 3.95448 4.07645 
50％ 2.57969 3.73225 3.8348 4.09432 











































を見ると乱流遷移位置を変化させ翼厚を増した翼型(130_60max)においても 50max と比較して 
最大で 0.03N(条件 normal のとき)の違いであり、これはおおよそ 10g の重量増加に等しい。この
ことから断面形状の最大翼厚位置や翼厚の変化がコクピットの生み出す抗力へ与える影響は大き
くないと考察される。つまりパイロットの体型に合わせて翼型を変化させコクピット外殻の体積を
減らし、重量を削減するように設計すればよい事がわかった。 
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